
■	サントリーホールチケットセンター

 【お問合せ・電話申込】　

TEL 0570-55-0017
10：00〜18：00、休館日・年末年始は休業。
オペレーターが対応いたします。

 【サントリーホール・メンバーズ・クラブWEB】

http://suntoryhall.pia.jp/
24時間受付（メンテナンスの時間を除く）

【チケット売場】  10：00〜18：00 （休館日、年末年始は休業） （18：00以降に開演の公演がある場合は、開演時間まで営業）
※2013年8月は全館保守点検のため休業。

※0570で始まるこの電話番号は、PHS・一部のIP電話・プリペイド方式の携帯電話からはご利用できませんので、ご注意ください。
※お客様とのお電話は、内容を正確にうけたまわるため録音させていただいております。
※電話番号はお間違えのないようおかけください。

当日券の確認や公演スケジュールがご覧いただけます。
「サントリーホール・メンバーズ・クラブWEB」からチケットのご購入も可能です。
（携帯電話からも一部の情報をご確認いただけます）

会員募集中（年会費無料）  ※先行発売の特典あり

 サントリーホールの情報誌
 「Enjoy! Suntory Hall」  Vol.5

2013年8月1日発行（年3回刊）
発行責任者／福本ともみ
編集発行／サントリーホール
〒107-8403 東京都港区赤坂1-13-1
TEL 03-3505-1001（代表）

企画編集：サントリーホール
		   株式会社 阪急コミュニケーションズ
デザイン：梅田敏典デザイン事務所
表紙切り絵：山本祐布子

印刷製本：図書印刷株式会社

サントリーホールは使用
電力180万kWhすべてを
自然エネルギーで
まかなっています

S U N T O R Y  H A L L

サントリーホールの大ホールで、金と黒のプ

レートがついたこの座席に座ったことがあ

る方もいらっしゃるでしょう。　

プレートの下段に刻まれている【KEIZO 

SAJI】＝故・佐治敬三は、大のクラシック音

楽ファンとして知られた人物で、サントリー

ホールは佐治の多年の夢として誕生した

ホールです。初代館長もつとめた佐治は、

若い世代へのクラシック音楽の継承を願

い続けていました。

「佐治敬三ジュニアプログラムシート」はそ

んな彼の遺志を継いだプログラムで、こども

たちにコンサートを楽しんでもらおうというも

の。小・中学生を対象に、大ホールの土日祝

日の公演から主旨にふさわしいものを選ん

で、各回ペア３組をご招待しています。招待

された６名は、このプレートがついた席に着

き演奏会を楽しむことができるのです。（公

演により異なる席になる場合があります）

サントリーホール トリビア車いすを使う中高生を迎え、
室内楽コンサートを開催しました。

初めてのコンサート
きっと忘れない！

■	サントリーホール・ホームページ

http://suntory.jp/HALL/
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佐治敬三
ジュニアプログラムシート

サントリーホールは、コンサートホールで生の演奏に触れて楽しむ機会が

少ない、車いすを利用する中高生をブルーローズ（小ホール）に迎えて、室

内楽コンサートを行いました。

出演したのは、選曲も担当した

ヴァイオリニストの渡辺玲子と、

ピアノの林絵里、チェロの堤剛。

今回、東京都立光明特別支

援学校（世田谷区）の中・高校

生を中心に、卒業生、保護者

や付き添いを含めた計約50

名が、世界最高レベルの室内

楽の響きを楽しみました。

ヴァイオリンを携えてステージに立った渡辺はまず、「これから演奏する曲

の共通テーマは“ダンス”です。皆さん、どうか自由に体を動かして楽しんで

聴いてくださいね」と呼びかけ、ちょっと緊張していた気持ちをほぐすところ

からスタート。演奏中にはリズムをとって手拍子をしたりするなどリラック

スした様子も見受けられました。また、楽器の紹介の際に渡辺が「こんな

変わった音も出ますよ」とヴァイオリンの多彩な音色を鳴らすと、客席にワッ

と歓声が。ステージと客席との距離が近いブルーローズの特性を生かし

た進行もあって、この日は特に演奏者と聴衆とが近づいたようでした。ファ

リャ、ショパン、バッハ…そしてベートーヴェンまで、キラ星のごとき８曲の演

奏に真剣な表情で聴き入り、1曲1曲に大きな拍手を送っていました。

演奏を終えた渡辺は、「今日はお客様とのコミュニケーションがとてもう

まくいったので、すごく弾きやすい演奏会でした。ありがとうございました」

と挨拶。生徒のひとり（高校２年生・男子）は「コンサート会場で生演奏を

聴くのは初めて。ショパンの『子犬のワルツ』がよかった。こういう機会が

あったらまた来たい」と語っていました。

CMGスペシャル『車いす利用者のための室内楽演奏会』
〜東京都立特別支援学校の方 を々迎えて〜

2013年6月13日（木） 11:30開演
この公演は、昨年9月にサントリーホールで開催された「ストラディヴァリウス・コンサート

（主催：読売新聞社、特別協力：日本音楽財団）」からの寄付金を用いて開催しました。


